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２
月
22
日
、
産
業
セ
ン
タ
ー
で
、

町
内
の
小
中
学
校
、
荒
砥
高
校
の

代
表
が
参
加
し
、
４
班
に
分
か
れ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話
し

合
い
を
す
る
「
子
ど
も
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
を
越
え

て
の
話
し
合
い
や
交
流
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
心
を
育
む
た
め
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
と
教
育
委
員

会
の
共
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

会
議
の
テ
ー
マ
は
「
も
っ
と
思

い
や
り
あ
ふ
れ
る
心
地
よ
い
白
鷹

町
に
す
る
た
め
に
」。初
め
に
、
特

殊
な
ゴ
ー
グ
ル
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を

装
着
し
て
高
齢
や
身
体
の
障
が
い

に
伴
う
身
体
的
機
能
の
低
下
を
疑

似
体
験
し
、
高
齢
の
か
た
、
障
が

い
の
あ
る
か
た
が
日
常
生
活
で
困

っ
て
い
る
と
思
う
こ
と
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
「
同
年

代
の
人
た
ち
」「
家
族
の
人
た
ち
」

「
地
域
の
人
た
ち
」が
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
、
解
決

し
て
い
く
た
め
に
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
気
づ
か
な
い
で
生
活
し

て
い
た
こ
と
に
少
し
の
思
い
や
り

が
あ
る
と
心
地
よ
く
生
活
で
き
ま

す
。
今
回
の
話
し
合
い
で
提
案
し

た
こ
と
を
み
ん
な
で
実
践
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
会
議
に
参
加
し
た
代
表
者
】

１
班

　
　

大
瀧　

恵
太
（
蚕
桑
小
）

　
　

赤
間　

英
生
（
蚕
桑
小
）

　
　

豊
嶋　

郁
吹
（
荒
砥
小
）

　
　

新
野　

健
太
（
東
根
小
）

２
班

　
　

樋
口　
　

愛
（
荒
砥
小
）

　
　

國
谷　

莉
那
（
鷹
山
小
）

　
　

髙
橋　

志
歩
（
鷹
山
小
）

　
　

鈴
木　

華
凛
（
東
根
小
）

３
班

　
　

丸
川
真
由
子
（
西　

中
）

　
　

齋
藤　

桐
子
（
西　

中
）

　
　

安
部　

美
聡
（
東　

中
）

　
　

齋
藤　

良
美
（
荒
砥
高
）

　
　

佐
藤　

晴
香
（
荒
砥
高
）

　
　

柳
生
未
帆
子
（
荒
砥
高
）

４
班

　
　

丸
川　

岬
太
（
西　

中
）

　
　

安
部
潤
一
郎
（
東　

中
）

　
　

竹
田　

了
礼
（
東　

中
）

　
　

大
木　

佳
純
（
荒
砥
高
）

　
　

樋
口　

悠
香
（
荒
砥
高
）




